
【実施体制】

島根大学は、島根県立大学、松江工業高等専門学校、米子工業高等
専門学校と連携して、地域に根差しつつ国際的に活躍できる女性研究
リーダーを持続的に育成し輩出する仕組みを構築します。また、
「SAN’INダイバーシティ推進ネットワーク会議」を設立し、関係機関
による連携・協力体制を構築するとともに、地域の知見を集め、本事

業による成果を、地域社会および全国へ広く発信していきます。今後、
幅広い分野・セクターから協力を得てネットワークを拡充し、積極的
な情報発信を行うことにより、山陰全域のダイバーシティ推進を牽引
し、社会変革につなげていくことを目指します。

体制図

【特長】
1. 地域と共同した国際的に活躍する女性研究リーダーを輩出、

支援する仕組みの構築
2. 本事業実施機関・協力機関間あるいは女性研究者間の様々な

ネットワークを基盤とした研究の推進および研究環境の整備
3. 世界最先端研究「次世代たたら協創センター」との相乗効果

【取組概要】

Innovation
地域の活力に

本事業では、４機関が連携して、地域に根差しつつ国際的に活
躍できる女性研究リーダーを持続的に育成し輩出する仕組みを構
築します。また、４機関が中心となってネットワークを確立し、
地域のステークホルダー間で対話を促進するとともに積極的な情
報発信を行い、山陰全域のダイバーシティ推進を牽引します。

そのために、以下の４つ
を柱とする行動計画に取り
組みます。
1. ダイバーシティ研究環

境の整備強化
2. 女性教員の積極採用と

上位職登用
3. 女性研究者の裾野拡大
4. 女性研究リーダー育成

島根大学（牽引型）
共同実施機関：島根県立大学、松江工業高等専門学校、米子工業高等専門学校

実施期間：R1年～R６年
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ



【支援内容】

1.ダイバーシティ研究環境の整備強化

・多様な構成員の「違い」を考慮した学内制度の整備

・多様な構成員の意思を反映する組織運営

・ダイバーシティを推進する学内体制整備

・「SAN’INダイバーシティ推進ネットワーク」を通じた、

地域のステークホルダーによる対話の促進

2.女性教員の積極採用と上位職登用

・採用・昇任に関するポジティブアクションの強化

・優れた応募者を確保するための工夫と改善

・上位職登用を後押しする支援の充実

3.女性研究者の裾野拡大

・女性研究者の新たなロールモデル提示

・在学生向けキャリアデザイン支援

・IoT技術を牽引できる女性研究者のロールモデル育成

・社会人女性のための研究キャリアデザイン支援

4.女性研究リーダー育成

・研究リーダー育成プログラムの開発・実施

・組織・分野の枠を超えた研究交流の推進

・メンターによる個人に寄り添った支援

・看護職女性管理者を育成する教育プログラムの開発・実施

【お問合せ】
島根大学ダイバーシティ推進室（旧男女共同参画推進室）
（総務部人事労務課企画・労務管理グループ）
〒690-8504 島根県松江市西川津町1060
Tel:0852-32-6018 Mail: pld-romu@office.shimane-u.ac.jp
ＨＰ：http://gender.shimane-u.ac.jp/ （新HPは準備中）

• 島根大学ダイバーシティ推進室を設置（R1年10月15日）

• 女性研究者をリーダーとする共同研究プロジェクト支援事業で、

18件のプロジェクトを採択（ R1年11月1日）

• 「SAN’INダイバーシティ推進ネットワーク会議」を設立

（ R1年11月5日）

SAN’INダイバーシティ推進ネットワーク会議設立に関する記者会見の様子

（2019年11月5日、於：島根大学）

左から平山松江工業高等専門学校長，清原島根県立大学長、服部学長，寺西米

子工業高等専門学校長

【活動報告】 【これまでの取組事例】
• 女性研究者支援モデル育成事業（H20～22年度）

• 教職員、学生、地域住民が集う「さぽっとカフェ」

• ワーク・ライフ・バランス支援：研究サポーター配置制度、学童

保育施設（定員50名）

• 「イクボス宣言」H28年度

• 教員公募に女性を歓迎し優先するポジティブアクションを明記。

自然科学分野での女性限定公募。

• 女性研究者ネットワーク「ご縁ねっと」による分野、組織、立場

を超えた研究交流

• 女性研究者をリーダーとする共同研究プロジェクト支援

「ご縁ネットプロジェクト顕彰」

• 女子中高生理系進路選択支援事業：島根大学・松江高専（H29-

30年度）、米子高専・島根大学・松江高専（H31-R2年度）

• 「島根大学ダイバーシティ推進宣言」R1年6月6日

http://gender.shimane-u.ac.jp/

